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一
八
八
七
（
明
治
二
〇
）
年
九
月
一
六
日
、
弱
冠
二
九
歳
の
哲
学
者
・
井
上
円
了
に
よ
っ
て
開
設
さ
れ
た
哲
学
館
は
、
臨
済
宗
妙
心
寺

派
麟
祥
院
の
一
室
を
仮
の
教
場
と
し
、
定
員
わ
ず
か
五
〇
名
の
私
学
で
は
あ
っ
た
が
、
明
確
な
教
育
理
念
に
も
と
つ
く
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
「
第
一
二
晩
学
ニ
シ
テ
速
成
ヲ
求
ム
ル
者
、
第
ニ
ニ
貧
困
ニ
シ
テ
大
学
二
入
ル
コ
ト
能
ハ
ザ
ル
者
、
第
三
二
原
書
二
通
ゼ
ズ
シ
テ

洋
語
ヲ
解
セ
ザ
ル
者
二
哲
学
諸
科
ヲ
教
授
ス
ル
為
」
（
「
哲
学
館
開
館
旨
趣
」
）
と
、
学
祖
・
井
上
円
了
み
ず
か
ら
に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
、
学
問
を
象
牙
の
塔
に
閉
じ
込
め
る
こ
と
な
く
、
万
民
に
開
こ
う
と
す
る
大
学
開
放
の
姿
勢
で
あ
る
。
大
学
と
社
会
と
の
あ
い
だ

に
あ
る
垣
根
を
取
り
払
い
、
す
べ
て
の
人
々
が
学
問
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
生
涯
学
習
の
構
想
は
、
現
在
、
よ
う

や
く
国
の
教
育
政
策
の
中
心
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
哲
学
館
に
お
い
て
は
開
館
当
初
か
ら
同
趣
旨
の
理
念
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。

　
ま
た
、
日
本
が
近
代
国
家
と
し
て
生
ま
れ
変
っ
て
二
〇
年
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
強
国
に
追
い
つ
こ
う
と
し
て
国
を
あ
げ
て
富
国
強
兵
・
殖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ダ

産
興
業
へ
と
向
う
な
か
に
あ
っ
て
、
コ
国
ガ
万
国
ノ
間
二
独
立
ス
ル
ヲ
得
ル
ハ
、
菅
二
富
国
強
兵
ナ
ル
ガ
故
ノ
ミ
ニ
ア
ラ
ズ
。
思
想
ノ
独

立
、
学
芸
ノ
進
歩
、
最
其
主
要
ナ
ル
原
因
ナ
ラ
ズ
ン
バ
ア
ル
可
ラ
ズ
」
（
哲
学
研
究
会
々
則
、
緒
言
）
と
し
て
、
哲
学
教
育
に
よ
る
人
間
そ
の

も
の
の
啓
発
こ
そ
国
家
の
基
礎
を
築
く
も
の
と
主
張
し
、
「
哲
学
」
を
哲
学
館
の
教
育
理
念
の
根
本
と
し
た
こ
と
に
も
、
時
代
を
超
え
た
普

遍
性
を
求
め
る
学
祖
の
態
度
が
感
得
さ
れ
る
。
こ
の
ほ
か
、
哲
学
館
教
育
に
お
い
て
は
東
西
思
想
の
交
流
、
学
生
と
教
授
と
の
対
話
の
重



視
、
と
び
級
の
制
度
な
ど
、
百
年
後
の
現
在
を
先
取
り
し
た
教
育
が
多
々
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
思
い
を
致
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
創
立
以
来
百
余
年
を
経
た
現
在
、
哲
学
館
は
文
・
経
済
・
経
営
・
法
・
社
・
工
の
六
学
部
、
短
大
、
大
学
院
、
通
信
教
育
課
程
、
お
よ

び
二
つ
の
附
属
高
校
を
も
つ
総
合
大
学
・
東
洋
大
学
と
な
っ
た
が
、
学
祖
・
井
上
円
了
が
主
張
し
た
哲
学
の
精
神
は
と
だ
え
る
こ
と
な
く

受
け
継
が
れ
て
来
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
私
立
大
学
に
と
っ
て
、
建
学
の
精
神
は
生
命
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
私

立
大
学
は
い
わ
ば
建
学
の
精
神
に
支
え
ら
れ
た
有
機
体
で
あ
る
。
し
か
し
、
有
機
体
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
不
断
に
養
分
を
与
え
て
活
性
化
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す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
東
洋
大
学
百
年
の
歴
史
を
編
む
こ
と
は
、
そ
の
努
力
が
い
か
に
お
こ
な
わ
れ
た
か
、
あ
る
い
は
何
が
欠
け
て

い
た
か
を
、
東
洋
大
学
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の
人
々
が
あ
り
の
ま
ま
に
見
、
新
た
な
る
世
紀
の
東
洋
大
学
を
創
造
す
る
手
が
か
り
を
つ
か

む
た
め
で
あ
る
。

　
東
洋
大
学
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
は
、
い
ま
、
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
東
洋
大
学
百
年
史
が
新
た
な
東
洋
大
学
構
築
に
役
立
つ
も
の
と

な
る
こ
と
を
祈
念
し
て
序
に
代
え
た
い
。

一
九
九
三
年
九
月

東
洋
大
学
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長
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